
15 広報つるがしま 2016.4

（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

教
育
委
員
会
の
各
審
議
会
の
委
員

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
参
加
の

教
育
や
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た

め
、
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
教
育
・
ス
ポ

ー
ツ
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
知
識
、

経
験
、
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の

方（
公
務
員
は
除
く
）

委
嘱
期
間　

６
月
１
日
〜
平
成
30
年

５
月
31
日
の
２
年
間
。
た
だ
し
図
書

館
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日

〜
平
成
30
年
９
月
30
日
の
２
年
間
。

募
集
す
る
審
議
会
お
よ
び
職
務
内
容

①
社
会
教
育
委
員
＝
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
計
画
の
立
案
に
関
す
る
こ

と
な
ど
②
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
＝

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
な
ど
③

図
書
館
協
議
会
＝
課
長
の
諮
問
に
応

じ
、
図
書
館
の
運
営
に
関
し
て
調
査

審
議
す
る
こ
と
な
ど

募
集
人
員　
各
審
議
会
と
も
若
干
名

委
員
の
報
酬
な
ど　
「
非
常
勤
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法　

４
月
22
日
㈮
17
時
ま
で

に
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
本
人
が
直
接
教
育
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
教
育

総
務
課
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、

図
書
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
配
布
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

第
一
次
審
査
／
応
募
申

込
書
に
よ
る
選
考　

第
二
次
審
査
／

面
接

問
合
先　
教
育
総
務
課
総
務
担
当

児
童
福
祉
審
議
会
委
員

　

児
童
福
祉
や
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
審
議
を
行
う
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
子
育
て
中
の

方
ま
た
は
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支

援
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方

任
期　
平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間

内
容　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
進
行
管
理
な
ど

募
集
人
員　

２
人

申
込
み　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
こ

ど
も
支
援
課
に
あ
る
応
募
用
紙
ま
た

は
任
意
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機

を
明
記
し
、
こ
ど
も
支
援
課
に
直
接
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

つ
る
が
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
会
員

　

つ
る
が
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

に
寄
与
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

高
校
生
か
ら
30
歳
位
ま
で
の

方活
動
場
所　
市
内
公
共
施
設
ほ
か

活
動
内
容　

・
主
に
小
学
生
を
対
象
に
し
た
自
主

事
業
の
企
画
、
運
営（
流
し
そ
う
め

ん
大
会
な
ど
）

・
子
ど
も
会
事
業
の
運
営
補
助

・
研
修（
自
主
キ
ャ
ン
プ
な
ど
）、
会

議申
込
み　
随
時
、
会
費
制

問
合
先　

つ
る
が
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局（
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

会
受
講
者

　

野
外
活
動
や
郷
土
か
る
た
な
ど
の

講
習
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
子
ど
も

達
の
様
々
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生

開
講
時
期　

平
成
28
年
６
月
〜
平
成

29
年
２
月
末（
予
定
）

場
所　
市
内
公
共
施
設
な
ど

内
容　

野
外
活
動
、
つ
る
が
し
ま
郷

土
か
る
た
の
審
判
講
習
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
研
修
な
ど（
年
４
回
程
度
）。

定
員　

50
人（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
選
考
）

申
込
み　

４
月
７
日
㈭
か
ら
28
日
㈭

ま
で
に
鶴
ヶ
島
市
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
事
務
局（
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
内
）に
電
話
で

中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

受
け
入
れ
先
事
業
所

　

平
成
28
年
度
も
中
学
校
で
社
会
体

験
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
ま
す
。
受
け

入
れ
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
お
近
く
の
中

学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
学
校
教
育
課
指
導
担
当

募
集

市役所からのお知らせ 
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教
室

鶴
ヶ
島
子
育
て
セ
ン
タ
ー
・
子

育
て
講
座
「
お
や
こ
で
さ
ん
ぽ

in
の
ん
の
ん
」

対
象　

１
歳
〜
未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　

４
月
19
日
㈫
10
時
〜
11
時
30

分（
雨
天
時
は
４
月
22
日
㈮
に
延
期
）

場
所　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

親
子
で
一
緒
に
、
散
歩
や
芝

生
広
場
で
の
戸
外
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う

定
員　

15
組
程
度（
市
内
在
住
の
方

優
先
、
申
込
順
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
み　

４
月
５
日
㈫
か
ら
鶴
ヶ
島

募
集

富
士
見
わ
か
ば
ま
つ
り
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
方（
仕
入

れ
品
な
ど
の
販
売
目
的
の
方
は
不
可
）

日
時　

５
月
８
日
㈰
10
時
〜
15
時

（
雨
天
中
止
）

場
所　

富
士
見
東
公
園（
富
士
見
市

民
セ
ン
タ
ー
隣
）

募
集
区
画　
10
区
画（
申
込
順
）

出
店
料　

２
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
込
み　

４
月
５
日
㈫
９
時
か
ら
富

士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で（
☎
０
４
９・
２
８
７・
１
６

６
１
）

鶴
ヶ
島
市
手
話
通
訳
者

　

地
域
で
活
動
で
き
る
手
話
通
訳
者

を
募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件　

①
手
話
通
訳
を
行
う
者

の
知
識
お
よ
び
技
能
の
審
査
・
証
明

事
業
の
認
定
に
関
す
る
省
令
に
基
づ

く
手
話
通
訳
技
能
認
定
試
験（
手
話

通
訳
士
試
験
）の
合
格
者
②
埼
玉
県

手
話
通
訳
者
試
験
の
合
格
者
③
こ
れ

ら
の
も
の
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者

申
込
み　

鶴
ヶ
島
市
手
話
通
訳
者
登

録
申
請
書
に
合
格
証
や
登
録
証
な
ど

の
写
し
を
添
付
し
、
５
月
10
日
㈫
ま

で
に
障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
に
提
出
。

※
後
日
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

を
行
い
ま
す
。

鶴
ヶ
島
市
手
話
奉
仕
員
の
登
録

　

鶴
ヶ
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
実

施
し
た
手
話
講
習
会（
基
礎
課
程
）を

修
了
し
た
方
で
、
身
体
障
害
者
の
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
地

域
活
動
に
協
力
で
き
る
手
話
奉
仕
員

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み　

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
手
話

奉
仕
員
登
録
申
請
書
を
障
害
者
福
祉

課
障
害
者
福
祉
担
当
に
提
出
。

※
後
日
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

通訳ボランティア・翻訳ボランティア募集
　外国籍市民が行政サービスを受けるため、市内の
公的機関などからの依頼があった場合に通訳・翻訳
をしていただけるボランティアを募集しています。
対象　市内・近隣市町に在住する15歳以上（ただし
18歳未満は保護者の承諾が必要）の外国語によるコ
ミュニケーションがとれる、または外国語への翻訳
能力のある方
登録期間　1年間
その他　会員以外の人は市国際交流協会への入会が
必要です（年会費2000円）。
申込み　国際交流協会事務局（地域活動推進課内）

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

募
ぼ

集
しゅう

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

は、市
し

民
みん

レベルでの国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

に個
こ

人
じん

や法
ほう

人
じん

・団
だん

体
たい

の会
かい

員
いん

によって組
そ

織
しき

され、外
がい

国
こく

人
じん

との交
こう

流
りゅう

や通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ボランティア派
は

遣
けん

事
じ

業
ぎょう

など
外
がい

国
こく

人
じん

を支
し

援
えん

する活
かつ

動
どう

をしています。
　外

がい

国
こく

の方
かた

に日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えたり、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

や外
がい

国
こく

料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

、ワンナイトホームステイ受
うけ

入
いれ

、国
こく

際
さい

ふ
れあいコーナーなどを通

つう

じて外
がい

国
こく

の人
ひと

と交
こう

流
りゅう

してみ
ませんか。
　国

こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を支
し

援
えん

する賛
さん

助
じょ

会
かい

員
いん

も募
ぼ

集
しゅう

しています。
年
ねん

会
かい

費
ひ

　個
こ

人
じん

会
かい

員
いん

2000円
えん

（家
か

族
ぞく

・学
がく

生
せい

・外
がい

国
こく

籍
せき

会
かい

員
いん

は1000円
えん

）、賛
さん

助
じょ

（法
ほう

人
じん

・団
だん

体
たい

）会
かい

員
いん

1万
まん

円
えん

申
もうし

込
こ

み　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

（地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

推
すい

進
しん

課
か

内
ない

）

New members invited!
Tsurugashima International Friendship  
Association（TIFA） is organized and operated 
by the members（individual,group and 
corporation organization）.We trust you 
understand the purpose of the Association and 
join us.
・How to apply　Submit the application form to 
TIFA office.
・Annual membership fee
Individual member：¥2,000、Foreign member：
¥1,000、Supporting member：¥10,000
・For more information　TIFA Office　
Tsurugashima City Office-Community Activities 
Promotion Section

鶴ヶ島市国際交流協会からのお知らせ鶴ヶ島市国際交流協会からのお知らせ
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（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

子
育
て
セ
ン
タ
ー（
鶴
ヶ
島
保
育
所

内
）に
直
接
ま
た
は
電
話
で（
☎
０
４

９・２
８
６・７
２
０
１
）

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

「
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
」

対
象　

市
内
在
住
の
親
子（
首
が
す

わ
っ
て
か
ら
立
っ
て
歩
く
前
ま
で
の

子
ど
も
と
親
）

日
時　

４
月
21
日
㈭
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

場
所　
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
組（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
持

っ
て
い
れ
ば
）、
お
出
か
け
グ
ッ
ズ

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
９
時
か
ら
富

士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で（
☎
０
４
９・
２
８
７・
１
６

６
１
）

サ
ー
ク
ル
地
域
還
元
講
座

「
春
植
え
の
花
・
野
菜
の
育
苗
講
座
」

　

春
植
え
の
花
や
野
菜
を
、
種
か
ら

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
12
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所　
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
）

そ
の
他　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
９
時
か
ら
富

士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で（
☎
０
４
９・
２
８
７・
１
６

６
１
）

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

｢

健
康
長
寿
の
た
め
の
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
＆

ゆ
っ
く
り
バ
レ
エ｣

対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
女
性（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

日
時　

５
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
の
火
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分

（
全
４
回
）　

場
所　
大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

健
康
と
長
寿
を
テ
ー
マ
に
し

た
バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ

定
員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内

履
き（
ま
た
は
厚
手
の
靴
下
）

協
力　
ア
・
テ
ー
ル

申
込
み　

４
月
６
日
㈬
か
ら
大
橋
市

民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

（
☎
０
４
９・２
８
６・０
０
０
５
）

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

｢

子
ど
も
と
保
護
者
の
茶
道
教
室｣

　

日
本
の
伝
統
文
化
の
「
茶
道
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
１
年
生
以
上

日
時　

４
月
16
日
㈯
か
ら
原
則
毎
月

第
１・
３
土
曜
日
９
時
30
分
〜
11
時

30
分（
全
11
回
）

場
所　
北
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
25
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
茶
菓
代
）

持
ち
物　
白
い
靴
下
、
ベ
ル
ト

協
力　
茶
道
を
楽
し
む
会（
表
千
家
）

申
込
み　

４
月
５
日
㈫
９
時
か
ら
北

市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は
電
話

で（
☎
０
４
９・２
８
７・０
２
５
１
）

手
話
講
習
会「
基
礎
」

　

入
門
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

い
方
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

対
象　

16
歳
以
上
で
市
内
在
住
在
勤

の
手
話
講
習
会
入
門
修
了
者
。
ま
た

は
、
同
程
度
の
技
術
を
有
す
る
方
。

日
程　

５
月
12
日
〜
12
月
22
日（
８

月
11
日
を
除
く
）毎
週
木
曜
日
９
時

45
分
〜
11
時
45
分（
全
30
回
）

場
所　
市
役
所
６
階
会
議
室　

定
員　
25
人（
申
込
順
）

参
加
費　

３
２
４
０
円（
教
材
費
・

D
V
D
含
む
。
入
門
で
使
用
し
た『
手

話
を
学
ぼ
う　

手
話
で
話
そ
う
』
テ

キ
ス
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
み
）

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
か
ら
22
日
㈮

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
直
接
ま

た
は
電
話
で（
☎
０
４
９・
２
７
１
・

６
２
７
８
）

3

3

3
3

　子ども大学かわごえは21世紀中ごろの超
グローバル時代に積極的に活動できる人材
を育成することを目標として、大学教授ら
の協力のもとに教育を行っています。月に
１回程度土曜日の午後、東京国際大学、尚
美学園大学、東洋大学の教室で授業を行い、
少人数の特別授業も数回行います。
対象　小学校４～６年生（小学校の地域は問
わない）
期日　６月～平成29年３月
定員　180人（応募者多数の場合は抽選）
授業料　年間6000円（入学金も含む）
申込み　４月４日（月）から30日（土）（消印
有効）までに、往復はがきに、氏名・男女・
住所・電話番号・メールアドレス（PC＆携
帯メール）・学校・学年・一言応募の動機を
記入し、「子ども大学かわごえ学生募集係」
（〒350-1109 川越市霞ヶ関北3-12-6霞ヶ
関北自治会館内）
問合先　学校教育課指導担当

子ども大学かわごえ
第９期学生を募集第９期学生を募集
子子

■おことわり　「まちづくりポイント発行対象事業」には　　のようなマークが表示されています。
　　　　　　　問合先　地域活動推進課
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わらび採り
日時　4月21日（木）・30日（土）9時30分～11時
※生育状況により日程を変更します。
場所　農業交流センター集合、地元農家のわら
び畑
定員　各日10人（申込順）
参加費　わらび代（100ｇ100円程度）
持ち物　軍手・持ち帰り用袋
その他　長靴履きで作業のできる支度
申込み　４月６日（水）９時から農業交流センタ
ーに直接または電話で（☎049･279･3335）
竹の子掘り
日時　４月23日（土）・27日（水）９時30分～11
時　※生育状況により日程を変更します。
場所　農業交流センター集合、地元農家の竹林
定員　各日10組（申込順。１組５人まで。小学
生以下の場合は保護者同伴）
参加費　1人100円、竹の子代1㎏500円程度
持ち物　軍手・持ち帰り
用袋（ゴミ袋程度の大き
さ）
その他　長靴履きで作業
のできる支度
申込み　４月５日（火）９
時から農業交流センター
に直接または電話で（☎
049･279･3335）

内
容　

チ
ェ
ロ
・
歌
・
ピ
ア
ノ
に
よ

る
、
上
質
な
名
曲
の
数
々
を
お
届
け

し
ま
す
。

参
加
費　

無
料（
当
日
任
意
で
５
０

０
円
程
度
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
）

問
合
先  

北
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

９・２
８
７・０
２
５
１
）

サ
ザ
ン
朝
市
開
催
！！

　

サ
ザ
ン
地
域
支
え
合
い
協
議
会
会

員
な
ど
に
よ
る
朝
市
で
す
。
地
元
の

新
鮮
な
農
産
物
を
中
心
に
販
売
し
ま

す
。

日
時　

４
月
23
日
㈯
10
時
〜
12
時

（
毎
月
、
第
４
土
曜
日
開
催
予
定
。

荒
天
、
出
店
数
が
満
た
な
い
場
合
は

中
止
と
な
る
場
合
あ
り
）

場
所　
大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

０
４
９・２
８
６・０
０
０
５
）

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

　
○
図
書
館
に
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
と

ま
り
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

１
日
目
に
ぬ
い
ぐ
る
み
と
お
は
な

し
会
に
参
加
し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち

は
そ
の
ま
ま
お
と
ま
り
し
て
、
図
書

館
を
探
検
し
ま
す
。
２
日
目
に
、
お

迎
え
に
き
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
３
歳
〜
小
学
生

ま
で
の
児
童（
保
護
者
に
よ
る
送
迎

を
お
願
い
し
ま
す
）

日
時　

４
月
23
日
㈯
15
時
〜
24
日
㈰

10
時
〜

場
所　
中
央
図
書
館

定
員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
み　

４
月
１
日
㈮
か
ら
16
日
㈯

ま
で
に
中
央
図
書
館（
☎
０
４
９・
２

７
１・３
０
０
１
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
逆
木
荘
」

春
の
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

　

武
蔵
野
の
面
影
が
残
る
「
神
代
植

物
公
園
」
と
深
大
寺
散
策
で
新
緑
を

イ
ッ
パ
イ
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

対
象　

市
内
在
住
60
歳
以
上
で
２
㎞

位
、
団
体
で
歩
け
る
方

日
時　

５
月
10
日
㈫
９
時
〜（
８
時

40
分
集
合
、
雨
天
決
行
）

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
逆
木

荘
」
集
合
。
東
京
都
調
布
市
深
大
寺

北
町
地
内

定
員　

45
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

５
０
０
円（
入
園
料
・
保

険
料
含
む
）

持
ち
物　

昼
食
、
常
備
薬
、
保
険
証

な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
９
時
か
ら
11

日
㈪
16
時
ま
で
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
逆
木
荘
」
直
接
ま
た
は
電
話
で

催
し

春
春
の
つ
る
が
し
ま
元
気

２
０
１
６

〜
第
30
回
鶴
ヶ
島
市
民
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
〜

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
コ
マ
図
を

頼
り
に
コ
ー
ス
を
回
り
途
中
で
出
題

さ
れ
る
問
題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
屋
外
ゲ
ー
ム
で
す
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

対
象　

１
チ
ー
ム
２
人
〜
５
人
の
編

成
が
原
則
。
た
だ
し
、
高
校
生
以
上

の
方
は
１
人
で
も
参
加
可
。

日
時　

５
月
１
日
㈰
８
時
45
分（
受

付
８
時
15
分
、
雨
天
決
行
）

場
所　

市
役
所
来
庁
者
用
駐
車
場
集

合コ
ー
ス　

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
と
し
た
４
㎞
ま
た
は
７
㎞

参
加
費　

３
歳
〜
中
学
３
年
生
１
０

０
円
、
大
人
３
０
０
円（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

そ
の
他　

障
害
な
ど
で
介
助
が
必
要

な
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
１
日
㈮
か
ら
22
日
㈮

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
ヶ
島
市
体
育

協
会
事
務
局
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
若
葉
駅
前
出
張
所

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
直
接
、
同

体
育
協
会
事
務
局（
市
役
所
５
階
）に

提
出（
☎
０
４
９・
２
７
７・
５
１
９

９
）

※
申
込
後
の
参
加
費
の
返
金
は
で
き

ま
せ
ん
。

ｖ
ｏ
ｌ
・
８

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

４
月
24
日
㈰
14
時
〜

（
13
時
30
分
開
場
）

場
所　
北
市
民
セ
ン
タ
ー

農業交流センターの農業交流センターの
収穫体験に挑戦しませんか収穫体験に挑戦しませんか

3
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（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

（
☎
０
４
９・２
８
６・３
３
０
１
）

入
学
進
級
お
め
で
と
う
会

対
象　
小
学
生

日
時　

４
月
23
日
㈯
13
時
30
分
〜
14

時
30
分

場
所　
大
橋
児
童
館

内
容　

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
後
、
き
ら
き
ら
パ
フ
ェ
を
作
り
ま

す
。

定
員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
物

申
込
み　

４
月
９
日
㈯
９
時
30
分
〜

18
日
㈪
に
保
護
者
が
参
加
費
を
添
え

て
直
接
大
橋
児
童
館（
☎
０
４
９・
２

８
６・０
０
０
７
）

案
内

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

「
将
棋
大
会
」

対
象　
市
内
在
住
在
勤
の
方

日
時　

５
月
８
日
㈰
10
時
〜（
９
時

30
分
〜
受
付
）

場
所　
東
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

４
ク
ラ
ス
制

定
員　
60
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
を

含
む
、
当
日
集
金
）

協
力　
棋き

友ゆ
う

会か
い

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
か
ら
東
市
民

セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
９・
２
８
６・
３

３
５
７
）

お
も
ち
ゃ
病
院

月

日

場
所

4

９
㈯

大
橋
児
童
館

15
㈮

脚
折
児
童
館

18
㈪

上
広
谷
児
童
館

※
４
月
・
５
月
の
西
児
童
館
は
休
診

で
す
。

受
付
時
間　
９
時
30
分
〜
11
時

費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
部
品
交
換

す
る
場
合
は
有
料
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

問
合
先　

大
橋
児
童
館（
☎
０
４
９
・

２
８
６・
０
０
０
７
）脚
折
児
童
館

（
☎
０
４
９・
２
８
７・
０
２
７
０
）上

広
谷
児
童
館（
☎
０
４
９・
２
８
７
・

１
７
３
２
）西
児
童
館（
☎
０
４
９
・

２
８
５・７
０
４
８
）

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実

施
し
ま
す

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
を
習
慣

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

市
運
動
重
点

○
高
齢
者
の
自
転
車
お
よ
び
自
動
車

の
安
全
運
転
推
進

○
子
ど
も
の
安
全
な
道
路
横
断
の
推

進県
運
動
重
点

○
子
供
と
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

【
街
頭
指
導
】　

　
チ
ラ
シ
、
啓
発
品
な
ど
を
配
布
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時　

４
月
２
日
㈯
９
時
30
分
〜

場
所　

運
動
公
園（
第
32
回
桜
ま
つ

り
会
場
内
）

安
心
安
全
推
進
課
交
通
安
全
・
防
犯

担
当防

犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

対
象　

市
内
在
住（
在
学
）の
小
学
生

以
上

作
品
の
規
格　

４
ツ
切
か
ら
８
ツ
切

の
範
囲
内（
自
作
の
ス
ロ
ー
ガ
ン（
標

語
）は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

作
品
の
テ
ー
マ　

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る
も
の
、

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
防

止
、
誘
拐
な
ど
子
ど
も
の
犯
罪
被
害

防
止
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
、

少
年
の
非
行
防
止（
薬
物
乱
用
を
除

く
）、
ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止
、
痴

漢
な
ど
に
よ
る
性
犯
罪
被
害
防
止

そ
の
他　

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

を
差
し
上
げ
ま
す
。
優
秀
な
作
品
は
、

県
ま
た
は
西
入
間
地
区
の
警
察
、
防

犯
協
会
に
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
を
授

与
し
ま
す
。

申
込
み　

６
月
10
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
職
業（
学
校
名
・

学
年
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
作
品

の
ね
ら
い
を
裏
面
に
明
記
の
上
、
〒

350
―
０
２
１
５
坂
戸
市
関
間
２
―
４

―
17
西
入
間
警
察
署
西
入
間
地
区
防

犯
協
会
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で（
☎

０
４
９・２
８
１・８
４
８
４
）

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と

は
、
法
律（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
）で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
違
反
す
る
と
、
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円

以
下
の
罰
金
）が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪

で
す
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
し
、
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
道
路

や
水
路
な
ど
の
公
共
用
地
へ
の
不
法

投
棄
を
発
見
し
た
と
き
は
、
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

生
活
環
境
課
環
境
推
進
担

当

　市から児童手当を受けている方で公務員になった
方、公務員を辞めた方は手続きが必要です。
　児童手当は、原則お住まいの市町村役場で手続き
を行うことになっていますが、公務員は勤務先から
支給されます。
　現在、市から児童手当を受けている方で警察官、
公立学校教職員、自衛官などになった方や都道府県
庁、市町村役場などへの就職などにより公務員にな
った方はこども支援課で手続きが必要です。手続き
が遅れ、過払いになった場合は、返金していただく
必要がありますのでご注意ください。
　また、公務員を辞
めた方は、新規に市
に対し認定請求が必
要になります。
問合先　こども支援
課子育て支援担当

公務員の方の児童手当

3
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案
内

４
月
の
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

中
央
図
書
館
は
、
４
月
４
日
㈪
、

11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪
が
休
館

と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

中
央
図
書
館（
☎
０
４
９
・

２
７
１・３
０
０
１
）

職
業
訓
練
の
ご
案
内

　

埼
玉
県
で
は
、
介
護
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
仕
事
に
就
く
た
め
の
職

業
訓
練
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す（
教
材
費
な
ど
一
部
自
己
負
担
あ

り
）。
子
供
を
預
け
て
参
加
で
き
る

講
座
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
仕
事
を
お
探
し
の
方

場
所　

県
内
の
民
間
教
育
訓
練
機
関

な
ど

そ
の
他　

面
接
な
ど
の
選
考
試
験
が

あ
り
ま
す
。

申
込
み　

願
書（
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
で
入
手
）に
住
所
地
を
管
轄

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
確
認
を
受

け
、
県
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８・６
５
１・３
１
２
２
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
開

催
の
お
知
ら
せ

　

埼
玉
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の

変
更
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
都

市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日
㈪
14
時
30
分

場
所　

坂
戸
市
入
西
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

内
容　
「
坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
」
の
変
更
お
よ
び
「
坂
戸
都
市
計

画
区
域
区
分
」
の
変
更

【
都
市
計
画
の
変
更
の
構
想
案（
原

案
）の
閲
覧
】

期
間　

４
月
12
日
㈫
〜
26
日
㈫

場
所　

都
市
計
画
課
、
県
都
市
計
画

課
、
坂
戸
市
都
市
計
画
課
、
飯
能
県

土
整
備
事
務
所（
県
都
市
計
画
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。）

内
容　
「
坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
」
の
変
更
原
案
お
よ
び
「
坂
戸
都

市
計
画
区
域
区
分
」
の
変
更
原
案

【
公
述（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ

と
）の
申
し
出
】

対
象　

鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
に
住
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人

提
出
方
法　

４
月
26
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
県
都
市
計
画
課（
〒

330
―
９
３
０
１（
住
所
不
要
））、
ま
た

は
都
市
計
画
課（
〒
350
―
２
２
９
２

（
住
所
不
要
））へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す

（
詳
細
は
、
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

そ
の
他　

公
述
希
望
者
が
多
い
場
合

は
、
公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
10

日
㈫
以
降
に
都
市
計
画
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
人

一
人
あ
た
り
の
公
述
時
間
は
、
お
お

む
ね
10
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

県
都
市
計
画
課（
☎
０
４

８・
８
３
０・
５
３
４
１
）、
都
市
計

画
課
都
市
計
画
担
当

手
話
通
訳
派
遣
事
業

　

５
月
３
日
㈷
か
ら
５
日
㈷
ま
で
、

の
受
付
け
が
お
休
み
に
な
り
ま
す

（
緊
急
の
場
合
を
除
く
）。

　

こ
の
間
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を

希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０

４
９・
２
７
１・
６
２
７
８
5
０
４

９・２
７
1
・
６
２
７
７
）
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指令車と高規格救急自動車を更新配備！
　坂戸・鶴ヶ島消防組合では、平成28年３月に指令
車および高規格救急自動車を坂戸消防署に更新配備
しました。
　指令車は火災調査を行うために出動する車両で、
火災調査に必要な様々な資機材を積載しています。
　高規格救急自動車は救急救命士による高度な処置

が行える資機材を
積載した車両で
す。緊急消防援助
隊にも登録されて
おり大規模災害時
においても活躍が
期待されます。

救命講習会（４月～６月）
種別 日時 場所 定員 時間

普通救命
講習 5月15日（日）鶴ヶ島消防署 20人 9時～12時

上級救命
講習 6月  9日（木）消防本部 30人 9時～17時

※各日先着順
内容　普通救命：心肺蘇生法（成人）および大出血時の
止血法
上級救命：心肺蘇生法（成人、小児、乳児）大出血時の
止血法、傷病者の管理法、外傷の手当および搬送法
対象　市内、坂戸市在住在勤在学の中学生以上の方
参加費　無料　
申込み　4月11日（月）から（土、日曜日、祝日を除く8時
30分から17時）直接または電話で消防本部警防課救急担
当（☎049・281・3116）高規格救急自動車　指令車




